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～ 今月のおすすめ本～

東秩父写友会

＝花の中の写真展 
　　　　を開催します＝

　今年もこの季節がやってまいり

ました。

　色とりどりの花が咲き誇る早春の

白石地内において、東秩父写友会主催

の「花の中の写真展」を開催します。

　皆さまのお越しをお待ちしています！！

開催期間　４月２日（日）～２３日（日）

場　　所　白石地内　橋本宅前

東秩父写友会会員を募集します！！
　東秩父写友会では、写真を楽しむ方を募集しています。
　入会を希望される方は、下記までご連絡ください。ご
入会お待ちしています！！
申込み・問合せ　
写友会会長　栗島　光政　�82-0178

下町ロケット（第145回直木賞受賞作）
【内容紹介】
　研究者の道をあきらめ、
家業の町工場・佃製作所を
継いだ佃航平は、製品開発
で業績を伸ばしていた。�
　そんなある日、商売敵の
大手メーカーから理不尽な
特許侵害で訴えられる。
�圧倒的な形勢不利の中で
取引先を失い、資金繰りに
窮する佃製作所。創業以来
のピンチに、国産ロケットを開発する巨大企業・
帝国重工が、佃製作所が有するある部品の特許技
術に食指を伸ばしてきた。特許を売れば窮地を脱
することができる。だが、その技術には佃の夢が
詰まっていた。男たちの誇りが激突する感動のエ
ンターテインメント長編です。

※またはお近くの
　写友会会員まで
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